
 

    令和５年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 仲町 小学校 ）     学校番号 ０１２                            【様式】 
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重 点 目 標 

１ 教育ＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）による学びの自律と個別最適化を実現する 

２ 安全・安心で健康な学校に向けた、生徒指導・教育相談・食育活動を推進する 

３ コミュニティ・スクールを通し、学校、家庭、地域間の連携を図り、方策の共有と行動を進める 

４ 教職員一人ひとりが力を発揮し、誰もが居心地よい（Well-Being）な教師・教師集団を構成する 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日 令和６年２月２９日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 
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【学力向上に関する取組】 

〈現状〉 

〇Ｒ４の６年生の全国学力・学習状況調査におい

て、国語・算数・理科は全国や市の平均に比べ

良好である。また、Ｒ４の３～６年生の市学習

状況調査において、国語・算数・理科・社会は

市の平均に比べて良好である。 

〇学校評価において、「分かりやすい学習指導」

の項目で、保護者・児童ともに肯定的な回答が

93％を超えている。 

〈課題〉 

〇市学習状況調査では、各学年・各教科ともに上

位層が多いが下位層もいて、個人差がある。 

〇研究委嘱の発表を終えたが、研究教科で身に付

けた力を他教科等へ生かし切れていない。 

〇週３回以上のタブレット活用頻度が市平均より

低い。 

・学びの自律化

の推進 

１ 教科担任制を５・６年生で、通年実

施 

２ 全国学力学習状況調査の振り返り

と、学力向上カウンセリングの実施

と授業改善の実施 

３ 指導訪問（１学期）等を踏まえた授

業改善の実施 

４ 休み時間を確保する日課表の設定 

１ 全国学力・学習状況調査において、

国語、算数が、令和４年度の市平均以

上を維持することができたか 

２ 学校自己評価の児童の授業評価にお

いて、肯定的評価を維持できたか。 

３ 学調の振り返り、カウンセリング研

修を実施したか 

・教科担任制により教材研究を深めた授業

や、1 学期の市教委による指導訪問、学力向

上カウンセリング訪問で指導を受けた学び

のポイント「じしゃク」等を意識した授業

構想を行うようになった。また、高学年で

は、家庭での自主学習を進めていった。 

・全国学調の市平均以上を維持した。 

・児童授業評価を維持（96％→95％）した。 

Ｂ 

・教科担任制の継続と指導の充実に努

める。 

・全国学力学習状況調査やさいたま市

学習状況調査などを踏まえ、児童の

実態や社会の要請を踏まえた指導の

充実に努める。 

・授業での振り返りを生かした家庭自

主学習を実施する。 

 

・学力差はどこの学校にもある

と思うので、引き続き工夫し

て対応してほしい。 

・Sola るーむというのは、子ど

もたちがホッとできるよい取

組であると思う。人、場所等

課題もあるが充実させてほし

い。 

・知識の習得にはＩＣТの活用

も大事であるが、実体験とい

うのも大事であるのでバラン

スをとってほしい。 

・ＩＣТの活用は狭く、深く掘

り下げる傾向にある。適切に

指導してほしい。 

・個別最適な学

びの実現 

１ 個別最適な学びの実現に向けた講演

や校内研究授業の実施 

２ 市教研（国語・体育・特支）で授業

を公開し研究協議を実施 

３ 指導計画に位置付けたＳＴＥＡＭＳ

タイムの実施 

４ エバンジェリストを核として、スタ

ディサプリの利用やタブレット活用

の実施 

１ 学校自己評価の保護者の授業評価に

おいて、肯定的評価を維持できたか 

２ 市教研研修大会で授業公開を実施し

たか 

３ 教員のＩＣＴ機器活用アンケート

（ＣanＤo 調査）において、初中級９

割以上になったか 

４ タブレット活用研修を実施したか 

・保護者授業評価（93％→95％）を維持し

た。 

・市教研研修大会で国語、体育、特別支援で

合計 250 名以上の参会者があり、熱心な研

究協議が行われた。 

・エバンジェリストによる全体でのタブレッ

ト研修は 2 回行った。そのほか、各学年会

や個別での研修を随時行った。 

・Sola るーむを開設した。 

Ａ 

・エバンジェリストによる全体研修会

を学期に 1 回定期的に行い、新規に

実施されるスクールダッシュボード

の活用や、授業での効果的な活用を

研修し、指導に生かしていく。 

・Sola るーむの拡大と、教職員の適

切な配置によって、個に応じた学習

環境を整備する。 

・毎月 1 回ＩＣＴ研修を実施する。 
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【安心・安全に関する取組】 

〈現状〉 

〇いじめは毎年起きていて、担任や組織で対応し

ているが、見守りを継続している事案もある。 

〇長期欠席者が数名いて、関係機関と連携したり

担任や学年、学校全体で対応したりしている。 

〇心と生活のアンケート等を実施し、子どもの悩

みの把握に努めている。アンケートによる要面

談者は、いずれの学年も 30 名程度いる。 

〇学校評価での保護者の「いじめ」「生徒指導」

「登下校」についての肯定的意見が 80～85％で

ある。〈課題〉 

〇保護者等との教育相談を積極的効果的に行う。 

〇いじめの認知を積極的に行い、早期対応する。 

〇施設等の不備を早期に発見、早期に対応する。 

・家庭や地域、

関係機関と連

携した組織的

な対応 

１ 心と生活のアンケート等（毎学期）

の結果を受けて、迅速な面談と記録

の実施 

２ 日常の事件・事故の報告・連絡・相

談・確認と、緊急時の組織的な対応 

３ 道徳の時間を中心とした考える道徳

教育の実施と公開 

４ ＳС、ＳＳＷ、市教委、支援課、児

相、相談室、警察等との連携 

１ 心と生活のアンケート設問３「生き

ていてもしかたがないと思う」に該当

する児童に、即日面談を実施したか 

２ 学校自己評価の教員の「いじめ対

応」についての評価で、肯定的評価を

維持できたか 

３ 授業参観・学校公開等で年に１回以

上、全学級が道徳を公開したか 

・心と生活のアンケートの実施と対応が迅速

になり、その日のうちに児童の面談、必要

に応じて保護者への情報提供等を行った。 

・教員のいじめ対応評価（96％→95％）を維

持できた。 

・授業参観・学校公開等で年に１回以上、全

学級が道徳を公開した。 

・気になる児童のケース会議を随時実施し、

関係機関と連携した。 

Ｂ 

・心と生活のアンケートや簡易アンケ

ート、スクールダッシュボードなど

の情報を踏まえて、適切な生徒指

導・教育相談を行う。 

・バースデーシールを活用して、児童

と児童、児童と教職員が互いに声を

かけやすい関係を気付くとともに、

進んで笑顔で挨拶できるようにして

いく。 
 

・学校参観に来ると、子どもた

ちの目標や作品などが廊下に

掲示されている。それらを見

るとしっかりと自分の考えを

書いている。 

・新聞などを見ていると、仲町

小の子どもたちが、短歌や将

棋などで活躍していることが

分かる。子どもたちには、

様々な能力や可能性があるこ

とを感じる。 

・運動会など児童が前面に出て

企画運営している活動を、今

後も続けてほしい。 

・安全で安心で

きる教育環境

の整備 

１ 交通事故や食物アレルギー事故の未

然防止のため、日々の生活指導と計

画的な安全教育の実施 

２ 事故発生時に適切な対応を行うため

の計画的な研修の実施 

３ 登下校時の安全指導の実施 

４ すくすく農園の活用 

１ 学校自己評価の教員・児童・保護者

の学校安全の評価において、肯定的評

価を維持できたか 

２ 安全に関わる研修や訓練を全て実施

することができたか 

３ すくすく農園を活用して、栽培活動

を実施できたか 

・学校安全に関する評価において教員（84％ 

→88％）、児童（86％→97％）、保護者

（80％→89％）と、ともに肯定的評価が高

くなった。 

・学校保健委員会において、年度当初の搬送

訓練の動画を保護者へ提供するとともに、

保護者とともに心肺蘇生法訓練を行った。 

Ａ 

・児童が安全に登下校をすることがで

きるように、学校では引き続き日常

の指導と教職員の登下校指導を行

う。また、保護者や地域の方の協力

を得ながら登校班や見守りを行って

いく。 

・すくすく農園等を継続活用する。 
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【地域とともにある学校づくりに関する取組】 

〈現状〉 

〇学校運営協議会が始動し、連携・協働体制が構

築された。 

〇児童数・学級数増による仮設新校舎が増築さ

れ、新たに 9 教室が確保された。 

〇地域の活動や行事が少しずつ開催されるように

なってきている。 

〈課題〉 

〇学校教育の充実や地域との連携の強化のため、

施設設備の有効活用を図る。 

〇学校運営協議会とＳＳＮとの連携により、児童

の健全育成に関わる活動を検討、実施する。 

〇地域の教育力を生かした教育活動を実施する。 

・学校運営協議

会とＳＳＮと

の連携・協働 

１ 学校･家庭・地域が連携･協働する植

栽活動等の実施 

２ 学校運営協議会の定期的開催と、

様々な行事等での臨時開催の実施 

３ 地域主催行事への児童、教職員の参

加 

１ 学校自己評価の地域との連携につい

ての評価で、保護者の肯定的評価が向

上したか 

２ 学校・家庭・地域が連携した、植栽

活動を実施できたか 

３ 地域主催行事に参加できたか 

・保護者の地域との連携に関する評価（87％

→94％）と高くなった。 

・地元農家や地域サークル、高齢者施設、浦

和レッズ等と児童が関わる新規の活動を実

施した。 

・PТA や育成会事業等に協力できた。 

Ａ 

・地域主催行事への出演や作品提供、

参加等、積極的に奨励していく。 

・今年度同様学校評価等の保護者等の

意見を大事に取り扱っていく。 

・ＳＳＮの各団体との連携を引き続き

図っていく。 

 

・「地域を知る」ということ

は、とても大事なことなの

で、今後も連携を続けてほし

い。 

・地域での活動をすることは良

いことだが、今後は子どもた

ち自らが地域での学びを企画

実行していく流れを作ってほ

しい。 

・運動会や授業参観などについ

て、保護者等の意見を聴きな

がらより良い形にしてほし

い。 

・地域や関係諸

機関と連携し

た教育活動の

実施 

１ 学校・家庭・地域の方々との給食会

食の実施 

２ 地域のヒト、モノ、コトを活用した

教育活動の実施 

３ 保・幼連携・小・中一貫を検討する

機会の設置と協議を実施する。 

４ 迅速な情報発信のために、学校安心

メールの活用と、配布文書の電子化 

１ 給食試食会を実施できたか 

２ 地域のヒト、モノ、コトを活用した

教育活動の実施できたか 

３ 学校自己評価の「地域との連携」に

ついての評価で、教員の肯定的評価が

向上したか 

４ 配布文書を電子化し、ホームページ

で閲覧できるようにしたか 

・教員の地域との連携に関する評価（100％→

96％）が若干下がった。 

・保護者対象の試食会を２学年実施した。ま

た、学校運営協議会委員やＳＳＮ委員、地

元シェフらと児童との会食を実施した。 

・保護者への配布物を原則電子化した。また

紙配布が必要な方向けのコーナーも設置し

た。 

Ａ 

・地域のヒト、モノ、コト等効果的な

学習内容は教育課程に位置付けてい

く。 

・保育園や幼稚園などの就学前施設と

の連携を、引き続き図っていく。 

・ＰТＡの仲フェスや自治会・育成会

事業などに積極的に協力して、子ど

もたちの健全育成を図る。 
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【教職員の資質向上に関する取組】 

〈現状〉 

〇市の研究委嘱の発表を終え、学校全体で学校課

題に即した研究を行う下地ができている。 

〇Ｒ４の月平均 45 時間以上の在校時間勤務をして

いた者は１割程度いた。 

〇Ｒ４はＳＡ８名、ＡＴ３名等の補助員がいた 

〈課題〉 

〇研修内容や学校のきまり等を共有化・日常化

し、指導の一貫性と指導力向上を図る。 

〇初任者、臨任者等の経験が少ない教員の指導力

を育成する。 

○やりがいを持った働き方推進のため、学校全体

で業務改善と業務の平準化を進める。 

・校内研修を核

とした研修の

実施 

１ 指導者を招聘した講義や授業研究・

協議会の実施 

２ 自己評価シートとキャリア振り返り

シートを活用した当初面談における研

修奨励の実施 

３ 管理職による毎日の教室巡回と、年

1 回以上の授業観察の実施 

１ 学校自己評価の教員の「授業評価」

で、肯定的評価を維持できたか 

２ 管理職による毎日の教室巡回と、年

1 回以上の授業観察を実施したか 

３ 当初面談において、研修奨励を実施

したか 

・教員の授業評価（90％→90％）を維持する

ことができた。 

・校長が授業観察を教職員 98％に実施し、の

べ 66 回行いながら指導助言した。 

・当初面談での研修奨励と、達成状況面談で

の振り返りを行い、教職員が自らの研修の

見通しを持たせることに努めた。 

Ａ 

・学校教育目標の具現化を図るため、

市の施策や児童の実態、教員のニー

ズなどを踏まえた授業研究中心の校

内研修を行う。 

・キャリア指標を踏まえ、教職員の強

みや弱みを伸ばす個人研修を管理職

が共に考え、推奨していく。 
 

・研修をすることは大事なこと

であるが、教職員も忙しいの

で、業務負担感を持たせない

ようにしてほしい。 

・教職員のやり

がいを高める

働き方改革の

推進 

 

１ 教育環境と教育活動の見直しと改善 

２ 教職員自身の出退勤時刻の把握と、

管理職の指導助言の実施 

３ 効果を高め効率化を進めるための、

校務支援システムの利用 

４ 更衣室の拡大による休養室の設置 

５ 各学年主任・副主任体制の実施 

１ 時間外在校等時間が月平均 45 時間

以上の教職員が、１学期から２学期へ

半数に減少したか 

２ 人事異動調書の職場環境についての

否定的回答数を維持できたか 

３ 人事異動調書の満足度についての肯

定的回答率が向上したか 

・時間外在校等時間の減少は（42％→85％）

半数に減らすことができなかった。 

・職場環境の否定的回答（5 件→3 件）は減少

した。 

・満足度の肯定的回答（92％→93％）は維持

できた。 

 

Ｂ 

・授業時数の予備時数を見直し、日課

表を変更することで、児童に余裕あ

る学校生活を送らせるとともに、学

年会の時間を増やし、質の高い授業

を行えるようにする。 

・今年度試行した計画年休の取得を継

続していく。 

 


